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tion→Interest→Search→Action→Share）への転
換が始まっていることなどは興味深い内容である。
第12章「フードサービスの社会的責任」では，
外食や中食が消費者にとって身近な存在となり，
それを扱う企業も株式の公開等社会的に認知され
るようになりそれに伴い社会的責任も重要になっ
てきている。しかしながら，外食や中食企業の場
合，果たして社会的責任を十分に果たしているの
か疑問が残る。大手外食･中食企業では社会的責
任の認識があるが，外食･中食の産業構造の中で
かなりの部分を占める中小企業ではその認識が薄
いことが課題としてあげられるように思われる。
第4部では，第13章「フードサービスと6次産
業化」で，フードサービスが6次産業化や農商工
連携にどのように関わるかという課題を論じてい
る。特に「フードサービスが主導する6次産業化
へ」の中で，論者が提唱している従来のタテの6
次産業化ではなく，「消費者を基盤とした円環の
流れ」の考え方は興味深いものであり，新しい考
え方である。
第14章「フードサービスの日米比較」では，日
本の外食産業のシステム等の大部分が米国からの
理論の導入であったことから比較論は過去にもあ
ったが，今回の日米比較論ではテーブルサービス
レストランからの切り口やシェフサイドからの分
析を取り入れており，今までにない比較論となっ
ている。
第15章「フードサービスの日欧比較」について
は，前述したように日本のフードサービスは米国
の理論が主であったためヨーロッパ型の考え方や
資料はあまりないのが実情であり，この日欧比較
論は，今後の日本の外食・中食産業に示唆を与え
る基礎となるものではないかと思われる。
以上のように，本書は各章とも充実しており，
フードサービスを学ぶ学生や研究者にとって必携
の書である。
本書によりフードサービスが学問としての認知
度が上がり，フードサービスを学ぶ学生や研究者
が増えることを祈念する次第である。
『現代フードサービス論』
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